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本誌へのご意見・ご感想をお待ちしております。

`文芸作品コンクールについて、ある
元校長先生いわく、「書くことで自分
を見つめ、誰かと共感し合うために
発信する。現地への嫌悪感や辛さが
書かれていたら、応募以前の問題と
して、そこに手を差し伸べるべき」（松）
D今月の特集、各校からの力作を縮
めるのがしのびなく、増頁しました。
先号で予告したもう一つの特集は次
号をお楽しみに。ところで「オススメ
の一冊」の主人公が自分を取り戻し
たのも、じつは文芸を通じて。（淳）
f各校の取組みが技術的な指導に留
まらず、子供たち自身が海外で暮ら
していることの意義を見つけ、自分
の背景にある文化や歴史に目を向け、
世界との関わりを意識することにつ
ながっている。感銘を覚えた。（然）
k分析や考察の文章化は仕事や生活
の必要上の日常的実践で上達。他方、
折々の感情や心の動きの表現作業は日
頃していない。恋文など作文力向上に
資する実践は思いつくがその一念発
起は人生を一層ややこしくしそう。（芳）

６月号「特集」の予定は…
●「使える外国語力」って何だ？
●海外で専業主夫

2019年5月号　No.555

挑戦！　にほごんの日本語検定　解答・解説
＜７級＞
一　【正解／②】

プリントや紙
かみ

など、うすくて平
ひら

たいものを数えるときは、②「まい」を使
つか

います。
二　【正解／③】

「家
いえ

の一かい」、「ビルの三がい」のように、一つのたてものの中に、下から上にいくつのかさなり
があるかを数えるときには、③「かい」を使います。
三　【正解／②】
人の数を数えるときは、②「人

にん

」を使います。
＜６級＞
一　【正解／①】

「引っこし」は、よその土地にうつり住むことです。にた意味の言葉は、住む家をかえることを表
す、①「転居」です。
二　【正解／②】

「今日」は、今、何かをしているその日のことです。にた意味の言葉は、②「本日」で、その日のこ
とを 改

あらた

まって言う言葉です。
三　【正解／①】

「高温」は、高い温度のことです。反対の意味の言葉は、①「低温」で、低
ひく

い温度のことです。
＜５級＞
一　【正解／②】

「ウシ ── ウマ」は、どちらも哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

（動物）の一種ですから、「ものの名前と、それと同じ仲間にな
るものの名前」という関係です。②「ハト ── スズメ」が、どちらも鳥の一種ですから、同じ関係です。
二　【正解／②】

「コンパス ── 文房具」は、「コンパス」は「文房具」の一種ですから、「ものの名前と、それがふく
まれるものの名前」という関係です。②「ハーモニカ ── 楽器」が、「ハーモニカ」は「楽器」の一
種ですから、同じ関係です。
三　【正解／③】

「ジェットコースター ── 遊園地」は、「ジェットコースター」の多くが「遊園地」にありますから、「も
のの名前と、それが多くある場所の名前」という関係です。③「黒板 ── 教室」が、「黒板」は多く
が「教室」にあるので、同じ関係です。
＜４級＞
一　【正解／①】

「たびたび」は、そのことが一度や二度でなく何度も起こる、または行われる様子を表します。似
た意味を表すのは、ある期間に同じことが何回も繰

く

り返される様子を表す、①「しばしば」です。
二　【正解／③】

「生年」は、その人が生まれた年のことです。反対の意味を表すのは、その人が亡
な

くなった年のこ
とをいう、③「没年」です。
三　【正解／③】

「てきぱき」は、問題の一つ一つにすばやく対処し、時間を効率よく使う様子を表します。反対の
意味を表すのは、動作や決断が遅

おそ

いために、時間を無駄にしているように見える様子を表す、③
「ぐずぐず」です。

本誌への投稿や関連情報の提供を随時受けつけています。

お名前とご連絡先を明記のうえ、「月刊『海外子女教育』編集部」宛てとして、E-mail、

FAX、郵便のいずれかでお送りください。

◎海外・帰国子女教育、国際教育関連の論文やエッセイ、研究レポート

◎海外・帰国子女教育、国際教育関係の研究発表会などの催しのご案内

◎連載「家族／クロスカルチャー」取材対象家族を募集しています。

　海外生活にまつわるご家族のエピソードをお聞かせください。

◎「みんなの広場」タイトル文字、作文・詩・短歌・俳句、習字・イラストなど。
　大人のかたの投稿（1200字以内）も大歓迎です。

※掲載・不掲載にかかわらず、作品は返却いたしませんので、ご了承ください。

※掲載作品に関する著作権は本財団に帰属することとします。

※二重投稿はご遠慮ください。

※お知らせいただいた個人情報は、作品掲載以外の目的では利用しません。
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■投稿募集ほか■


